
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニふれあい会議 

第２層協議体 

     桜台小学区 住民の助け合い活動に向けて 

 

桜台地区は、比較的現役世代が多く住民同士の交流が少ないこともあり、目立った助け合い活動は行われていな

い現状となっている。そこで桜台センターで行われた地域サポーター養成講座の参加者と SC がつながりを持つことで

住民の助け合い活動を促していく方向性とした。 
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きっかけ 

桜台小学区でも住民の助け合い活動を発足するため、中心となって活動する住民と

ＳＣがマッチングする必要がある。桜台センターで行われた地域サポーター養成講座の

参加者とのマッチングが可能か桜台センター長大田様と面談することとした。 

第１回会議は 

秋本：桜台地区でも高齢者のみの夫婦世帯が増えている。これからは介護保険制

度だけで暮らしを支えてもらうことは厳しくなる。また、地区社協だけでは住民の助け合

い活動がまかない切れない。桜台地区も地域の特性も活かして助け合い活動が活発

になるようすすめていくことはどうだろうか。 

活動助成金の都合で高齢者が中心にはなってしまうが、試験的な取り組みの段階

から助成することはできる。 

大田：立地的に白井より印西を利用して生活している方が多いことや、自治会に不

参加の世帯が増えており、住民同士のつながりや助け合いが希薄であるという点で悩ん

でいる。秋本氏の話を踏まえ桜台センターはどういう立ち位置でいればいいのか。 

秋本：SCや住民に情報提供をしてもらいたい。 

大田：今年度センターは情報基地局になろうということを目標としていた。地域サポー

ター養成講座の参加者を再度募ったが仕事などの都合でなかなか集まらず、日にちは

未定。集まる日にちが決まったらＳＣへ声をかける。 

秋本：その際には社協で行ったちょい困講座の参加者にも声をかけてみる。市・包括

から住民の細やかな状況が入ってこない。こちらがアンテナを張りサポート体制を作ってい

きましょう。 
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はじめての話し合いの

為、今後予測される状

況や桜台地区の現状

についてお伝えした。 
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続き 

大田：地域サポーターは現役世代の方々。まち協と似ていることをやっていくなら手を

取りあうことができたらよい。 

秋本：まち協はもっと組織めいた繋がりだが、我々は個人の暮らしの些細な事にアプロ

ーチしていく。 

大田：痒い所に手が届くということをやろうとしているのだと理解できた。 

展開 

桜台センターの方で日程調整ができ次第、地域サポーター養成講座参加者と SCの

マッチングを行う。その際には SC からちょい困講座参加者に声をかけ、住民同士で交

流、協力してもらうことができるよう促していく。 

〇桜台センター 大田様から６月、７月初旬に一度話し合いを予定してもらう。 
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桜台センターの講座に参加した地域サポーターと SC が顔合わせとなり、６月２４

日（金）に SC から助け合い活動について、「マンガで楽しく理解しよう」の資料を

基に説明をした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域サポーターからの質問・意見 

１， 生活支援コーディネーターとは？ 

地域 における生活支援等の体制整備に向けた調整役として、「生活支援コーディネ

ーター」を配置している。 

２， 助け合い活動って何？ 

住民が自主的に行うボランティア活動で、４つのくくりでお伝えすると、見守り、買い物

支援、集いの場、ちょっとした困り事などがある。 

３， 桜台地域の高齢者の困り事ってどんなことがあるのか知りたい？ 

次回の機会に包括から回答する。 

４， また、困り事はどこからどういう経由でくるのか？ 

次回の機会に回答する。 

 

 

     ● 第 2 回 目  地 域 サ ポ ー タ ー と の 顔 合 わ せ  

CSの動きや考え方、他の連携  

地域サポーターの方々は、日中お仕事をされている方々で、自分たちに何ができるか模索している様子でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域サポーターの中には、他市に勤務するケアマネージャーもおり、他市の様子や助け合い活動についての補足や助言があった。  
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５， 自分たちは、日中仕事をしている人が多いため、つながりをつくることが必要 

民生委員や住民のボランティア登録者等を含め、みんなで次回検討したい。 

 

〇次回に関しては、中央包括支援センターも交えながら交流することとなった。 

 

     ●7/27(水) 中央包括からの問題吸い上げ 村上、鈴木、市村 

 

普段の業務の中で感じる桜台の地域性や課題、あったらよいもの 

 

＜地域性＞隣近所の付き合いは他地域に比べ希薄。市が行っている見守りサービスも利

用希望者が少ない。独居か夫婦で住み、子どもが離れて住んでいる世帯が多い。買い物

できる場所は他地域よりは多くあるが、マンションにはエレベーターが止まらない階もあり外

出や買い物がおっくうになっている高齢者がでてきている。 

一方、金銭的に余裕のある方は多くいるため多少お金をかけてでも良いサービスを受けた

いと考える方が多く感じる。 

 

＜課題＞・買い物には行けるものの、帰りに荷物を持ちながら歩くことができない人が増え

てきている。荷物を持ってくれる人がいれば買い物に行けるにも関わらず現状では他の手段

がヘルパーサービスで買い物代行となってしまっている。 

・別居の家族が電話や訪問で、明らかに認知機能の低下が進み生活が立ち行かなくなっ

てから包括に相談に来るケースが多い。（それまではご本人がなんとか取り繕っていたので

なんとかなっていたというケースが多い。） 

 

＜今後地域に必要となる資源＞ 

〇ワンコインサービス：ちょっとした困り事を解決する活動 

（地域柄お金の支払いがあった方が、割り切って依頼しやすい。） 

〇買い物支援：同行して、買い物後の荷物をもってもらう。 

（買い物をする場所は近いが荷物を持って家まで帰ることが大変という理由から。） 

 

〇集いの場：地区社協以外の集いの場、楽トレ体操をしているところがない。 
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